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１４）動物（アユの胃内容物） 

評価項目 視点 平成 26 年度の調査結果概要 評価概要 

みお筋撤去前後のアユ

の成育変化状況 

胃内容物の変

化状況把握 

・百済木川のオスで H25 と H26 を比較した場合、ほぼ全ての項目において大きな差異は認められなかっ

た。ただし、胃内容物沈殿量、充満度及び胃内容物沈殿量については、H26 の方が多い傾向が見られる。

・標本数が少なく、かつ百済木川のオスのみで

あることから、今後の調査結果を待って評価
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【参考資料Ⅰ－１９３頁参照】 
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【3 月 19 日出水後の土砂流下状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
堤体右岸部（みお筋部）を撤去後、締切堤を存置した仮設の状況で 3 月 19 日出水（約 370m3/s）を迎

え、洪水流が締切堤を越流し、一気に転流が生じた。その際、締切堤の盛土が全て流下し、現在、ダム直

下流に砂州上に堆積している状況である。（写真①②③参照） 
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○既往河床変動シミュレーション結果との比較 
 
平成 27 年 3 月 19 日出水後の河床形状（縦断形状、横断形状）と、撤去計画見直し時の河

床変動予測シミュレーション結果を比較した結果、土砂の堆積がみられた区間では、当初の

予測河床高の範囲内である。 
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土砂の堆積がみられるが、
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【参考資料Ⅰ－２４７頁参照】 
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